
北海道家畜管理研究会報，第28号 1993年， 1"'14 

家畜福祉視点からの午の行動と管理

我国の動物福祉とも言うべき「動物の保護及び管

理に関する法律J( 1974年施行)のもと、家畜に

関する基準原案が 1984年に産業動物関係専門委員

会によりまとめられた。これを機に家畜福祉に関す

る論議および解説が爆発的に出現した 1) わけであ

るが、未だに家畜福祉に関する誤解が払拭されてい

，るとは言い難い。「福祉とは倫理思想で、自然科学

の問題ではない」とか、 「家畜を野に放すことが福

祉を満たすことだ」とか、「福祉は畜産の敵だ」と

か、感性的な認識が未だに存在している。その一掃

が本稿の第 1の目的である。家畜福祉とは何かを明

らかにし、行動学的には福祉レベルは如何に測定さ

れるかを解説し、さらに現在の肉牛、乳牛そして子

牛の飼養がどう評価できるかを当研究室の成果をま

じえながら紹介する。次いで、家畜福祉先進国を擁

する欧州審議会でまとめられた[牛の飼養に関する

基準J( 1988年常任委員会決定)2) を紹介し、

福祉思想、の現実を確認することを第2の目的とする。

1. 家畜福祉とは何か

福祉思想は動物に対する人の主観的憐閥の情を根

元としている乙とは言うまでもない。断尾や断鳴が

慣行的に行なわれ、浮遊の塵やアンモニア臭がたち

とめる畜舎で、床が見えないほど過密に、あるいは

身動きができないほど狭い枠場で飼養される集約畜

産下の家畜に対する哀れみ 3) が原動力となってい

る。この感情は、一方において生命倫理思想の洗

練 4-6)を志向させ、他方において福祉レベルの

評価 7-10)を志向させることとなった。

憐備の対象は、動物の苦痛(動物の主観)、肉体

の切断および不健康であり、それを統一的に捉える
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ことが求められた口動物の苦痛とは、侵害に伴ぃ発

生し、侵害に対する生体反応の原動力(強化刺激)

となるものであり、肉体の切断とは侵害に対する適

応能力の低下をもたらすものであり、不健康とは侵

害に対する適応の失宜と考えられる。従って、憐聞

の対象は、 ス卜レッサー(侵害刺激)に対する適応

努力量(適応度)という生体反応で統一的に捉えら

れる 11-13)乙とは明らかで、ある。

図1は福祉レベルと生体反応との関係の概念を表

したものであるが、生理的・行動的不健康は適応に

対する努力量の多さを意味し、生理的・行動的スト

レス反応は努力量の中庸性を、肉体の切断は努力量

の軽微性をそれぞれ意味している。生体は、ストレ

ッサーに対して行動的・生理的に反応し、維持機能

および生殖機能を保持しようとする。'従って、行動

的・生理的努力量とそれらの機能に対する結果が福

祉レベルの判断材料となっている。このように、動

物の福祉レベルとは自然科学的に連続した形で評価

でき、どのようなレベルで飼養するかは経済と倫理

の課題として厳然と区別することができるのである。

生命倫理思想は近代合理思想のアンチテーゼ 14)

でもある強烈な思想であるため、福祉思想と福祉レ

ベル研究との混同視の傾向がみられるが、畜産学が

経済的評価を避けて自然科学的に進展してきたと同

様に、福祉レベルの研究も倫理的判断を避げて進展

でき、畜産学の 1分野、すなわち家畜環境管理学の

発展的 l分野と言い得るものなのである。従来述べ

られてきた栄養環境、温熱環境、大気環境、衛生環

境の生理的反応からの改善に加え、畜舎・施設環境、

社会環境、管理者との関係の行動的反応からの改善

が目指されているのである。後者の方向をもたらし



た福祉研究(ストレス研究)の最も重要な発見は、

苦痛、恐怖、制御不可能性(種特異的動きの制限、

葛藤、刺激不足、刺激過剰〉という心理的障害15-1η

が強い適応反応を引き起 ζすというととを明らか

にした点と言えよう。次l乙、それらの心理的障害

と適応努力量との関係を解説したい口

低
福千止レベル

健康の保証
(生化学的・生理的・
行動的正常，
疾病・損傷なし)

生化学的・生理的
ストレス反応なし

行動的ストレス反応なし

肉体の切断
(断尾，断噴，除角)なし

図1 福祉レベルとその指標 13)

2. 行動表現による福祉レベルの評価

高

ストレッサーに対する生体反応として、行動は最

も早急で、顕在的で、しかも測定が容易であるため、

福祉レベノレ測定の最も重要な指標となっている。

急性反応として、一過性のコルチコステロイド上

昇と軸を共にしたもがき、暴れ、逃避、発声がまず

出現する 18)I 0 より緩慢な形では、落ちつきがなく

なるとか、動かなくなるとか、横臥するなどがみら

れる 19)。との時期の適応努力は初期段階であり、

蓄積されていたコ Jレチコステロイドの放出も、行動

反応による運動量も一過性18)であり、努力量は比

較的低いレベルといえよう(図 2)。

これらの反応により改善がみられない場合、すな

わち制御が不可能な場合、一時的な不動化が起こり、

その後適応戦術の変更をもたらすべく行動が多様化

する 20)。適切な刺激の不足に対しては、機能的結

果をもたらさない対象に対して行動するという転嫁

行動(例:枠に対する摂食類似行動〉や真空行動(例

:口に餌が入ってないのに阻鴨する)として、ある

いは外的刺激にあまり左右されずに様式が固定化し

た行動をとる転移行動(例:身繕い)として変容す

る7) 。不適切な刺激の過剰に対しても転移行動が

出現するロ図3は、Hughesand Duncan 21， 22) に

より提示された、適応行動の出現機構に関するモデ

ルである。生理的変動とセットポイン卜とのずれが、

ある行動に対する動機づけレベJレを高め、それに伴

い欲求行動が出現し、欲求行動は動機づけをさらに

高め(正のフィードノイック)、同時に完了行動の実

行を促進する。完了行動の実行自体と、実行に伴う

生理的変化はそれぞれ別の jレートを通り動機づけレ

ベルを抑制する。ある行動に関する動機づけレベル

は高揚時には他の行動の動機づけレベJレを抑制し、

低下時には刺激するというノレートも有している。通

常は行動実行と生理的変化とは同調しているもので

あるが、アンバランスが起きた場合は、他の行動へ

の転移がもたらされる。欲求行動から完了行動への

移行阻害も、欲求行動の繰り返し化や転移をもたら

す。具体的には、適切な刺激の不足としては、餌の

絶対量の不足 23-25). 1c::.加え、バケツ晴乳時の吸引

行動刺激不足 26，27)、濃厚飼料やヘイキューブ給

与時の餌の操作性不足 13，28-30) 、繋留やコンク

リート床飼育による探索行動刺激不足331-33)など

が、刺激の過剰としては騒音過剰 34)などが特定さ

れている。

種特異的動きの制限に対しては、多様な動きの模

索(例:牛が前肢から立ち上がる〉が始まる 35，36)。

この時期は、コ Jレチコステロイド分泌反応の高揚、

そして過剰分泌と一致 18)し、適応努力量は中レベ

ルとなる。この状態は、豚では2週間 20)、牛 37)

や羊 38)では数週間続くが、それらに伴う覚醒は、

オピオイドの分泌過剰ももたらし、それはドーパミ

ン系の感受性を変容させ 39)、行動は様式がさらに

一定化し、規則的に繰り返され、普通にみられない

状態40)となり、常同行動として類別されるように

なる。豚の馬栓棒かじり行動、牛の舌遊び行動およ

び馬のさく癖はその典型的な例である 41)。これら
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の行動により、覚醒レベルの低下がもたらされてい

る可能性 42-44) が指摘され、初期ストレス反応の

緩和とも言うべき胃の障害の減少 45，46)ゃ性ホル

モンレベノレの高揚(種雄牛の項参照)との関係も報

告されているロしかし、それまでの適応努力量は多

大であり、常同行動はまさに低福祉レベルの指標と

言えるのである。

ス卜レッサーに対する適応努力は、エネ lレギー消

費的であると言う側面 47)からばかりでなく、適応

努力は他方において免疫機能を低下させるという側

面 48)からも畜産的に問題なのである。

経遡澗: 鉛分 お捌 2日

~ ~ ~ 

沼コヅ¥ザノ(、
世田棚 〈シaック〉 出湖 低慰問

図2 ストレスに対するグルココルチコイド

反応〈上図)18)と行動反応(下図)20) 

図3 行動発現機構モデル (Hughesand 
Duncan '21) 

3. 牛の行動からみた飼育法の評価

① 子牛

晴乳子牛の福祉レベノレを左右する最大のポイン

卜は、下痢と呼吸器病の制御であることは言うま

でもない。それは衛生環境の整備と生体側の病気

抵抗性の強化により保証される。病気抵抗性の強

化は、家畜管理的には初乳の適正な給与による抗

体の移行とストレス軽減による病気抵抗性の保持

によりもたらされる。

通常飼育下でも、単飼人工晴乳子牛では吸乳行

動、探索行動、社会行動および運動が抑制されて

おり、反すう行動、身繕い行動、横臥行動および

吸引行動が高揚している。吸乳に対する欲求は l

-2カ月齢位までは最も強く 27，49) 、その行動

に対する適切な刺激の欠如はホルスタイン種子牛

では柵や飼槽への吸引行動あるいは隣接牛との吸

い合い行動といった転嫁行動 26，27， 50-52) を

引き起こし、中レベルの適応努力を必要とさせ、

黒毛和種の人工晴乳子牛では加えて舌遊び行動す

ら出現させ(図4)、高レベルの適応努力がみら

れる。近年、 1産どり肥育方式やホルスタイン種

への黒毛和種授精卵の移植方式の開発に伴ぃ黒毛

和種子牛の人工晴乳が盛んであるが、肉用種は乳

用種ほど人工晴乳に適応してはおらず 53)、行動

的配慮、は極めて重要となっている。 1つの方策と

して、乳首付きバケツによる晴乳 26，27)、さら

にミノレク流出口を狭めることで晴乳行動の助長と

引き延ばし 54)の有効性が示されている。

転嫁行動としての吸引行動は、 ストレスの指標

である N/Ly比を低め 55)、常同行動としての

舌遊び行動は潰蕩を抑えること 45)が報告され、

これらの行動は不適切環境への適応とみなされて

いる。しかし、前述の通り適応努力量への考慮を

無視することはできないし、これらの行動を発現

できない個体への配慮はさらに重要である。

探索行動、社会行動および運動に対する欲求も
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オペラン卜条件づけ法 56)やりバウンド法57)に

より示唆され、特に摂食行動が成牛に近づく 6カ

月齢までは非常に強いととが自然晴乳子牛の行動

調査 58，59)からも示唆されている。 6カ月齢以

前の転嫁行動・常同行動の多発(図4)はそれら

の行動に対する欲求不満を反映しているのかも知

れない。

33 

25 

+ 

+ + 

+ 
+ + + 
+ 

+ + 
ロ

+ + 

→+ ++. ++ 

ロ +T+I円+
口町 ロー u . + 

L-¥.1寸..J'l【J可【門】門【門

1包--，必a
日
es 

日飴
口舌甑f. +舌遊び+搬舌盤J!

図4 加齢に伴う舌遊び行動の時間配分
(黒毛和種子牛)(佐藤・阿部，未発表〉

② 搾乳牛

袋沼

関節炎や蹄病による肢行と乳房炎が最大の福祉

問題である。加えて、繋留方式では繋留それ自体

および不ト-)レの構造が、またフリーストーJレ方

式ではさらに給餌、休息場利用の競合が大きな問

題となる。搾乳作業は人間との接触を伴うので、

搾乳者と乳牛との心理的関係もまた重要となる。

スタンチョンなどへの保定により運動できない

ととが関節炎の最大の要因と考えられており、蹄

病の要因としては、蹄の過度の摩耗や蹄の湿潤化

による脆弱化 60)および濃厚飼料多給によるアシ

ドーシス化 61)が特に重要と考えられている。床

材の改善、フットパスによる蹄の硬直化や消毒お

よび削蹄の有効性 60，62)を考慮すると同時に、

社会関係への配慮も必要である。

社会的順位はあらゆる動物内でみられ、特に競

争場面でその効力を発揮する。乳牛では非常に安
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定した、絶対的順位関係(一方が他方をあらゆる

場面で排除できる関係)を作り、実際の闘争がみ

られなくとも、心理的関係として保持され、一般

に下位牛に負担がかかる。競争場面での下位牛の

動きは多く 10)、ストレスによる抗病性の低下と

同時に、移動に伴う蹄の過度の摩耗は蹄病への危

険性を高めるとも言われている。社会的順位関係

とは心理的関係であり、 1-2mという近接時に

緊張が高くなる 63，64) (個体距離という)が、

除角などによる攻撃力の抑制65)、親和関係泊養

による攻撃行動の抑制66)、および隔柵・隔壁な

どの施設改善による攻撃行動の制御 67，68)によ

り効果を薄めることも可能である。この意味から

も隔柵を有するフリーストーJレの有効性が示唆さ

れている 69，70)。

社会的順位関係は社会的経験の無い牛同士およ

び見知らぬ牛同士で最も厳しいので、子牛時代に

群飼し社会経験を積ませると ι67)、成牛になっ

てからの新規導入をなるべく避け、親和関係を保

持するととなども考慮すべきである。成牛になっ

てからの新規導入は、 乳量の 5%減 7L 72)をも

たらすなど、急激なストレスを引き起こすこと、

およひ'群への同化に長期間を擁すること 73)など

から慎重でなければならない。親和関係は敵対関

係を抑え、その表現としての社会的祇行動 74，75) 

はなめられる側への安寧効果 76) (表 1)をもた

らし、乳量への効果 77，78)が示唆されている。

ストーjレの構造は、繋留方式のみならずフリー

ストー jレ方式でも横臥行動に関する福祉という点

で重要である。横臥前の床面のにおい嘆き'という

欲求行動の繰り返しは中程度の適応努力の表現で

あり、犬座姿勢などの種特異的動作の変更は高レ

ベ jレの適応努力の表現である。床材の柔軟性やす

べり抵抗性 79-81) および横臥時に尻を最後に投

げ出すとか、頭を前後に振り反動をつけながら立

ち上がるとかの種特異的動作 35)を保証するスト



表 1 相互砥行動受容時及びその前後の
心拍数の比較76)

牛番
行動前 祇行動中 行動後

12'"'-120秒 24'"'-264秒 12'"'-120秒

713 (9) 87.0:::t4.4b 82.7:::t3.9a 85.0:::t5.2ab 

812(9) 90.1:::t5.7b 86.9:::t5.5a 88.9:::t5.9ab 

903 (7) 85.0士4.3 83.1:::t5.4 86.3士5.7

710 (1) 78.5 75.0 77.5 

712 (1) 100 82.5 85.5 

計 (27) 87.7士5.8d.83.9:::t5.3 c 86.4士5.7d 

心拍数/分の平均値と標準偏差 ( ) :観察回数

異文字聞に有意差あり(a，b : Pく0.05、c，d : 
Pく0.01) 

ールの幅 82，83)、隔柵形状およびネックパー形

状 84)は福祉レベルに影響する。フリーストール

方式では、ストールおよび飼槽の数も大きな福祉

問題を起こす。ストール数の増加はより安楽な休

息姿勢を助長する 85)が、休息時間の増加はもた

らさない。一方、ストール数の減少は直線的に休

息時間の減少をもたらし、その効果は下位牛に対

しては特に厳しい 69，86)ものとなる。飼槽の数

の減少も同様で、特に下位牛の摂食時聞に大きく

影響86)する口

最新のスウェーデンにおげる研究では、シンメ

ンタール種(乳用)において繋留それ自体が舌遊

び行動という非常に強い適応努力をもたらすこと

を明らかにしている 87，88)。そして、不適切環

境に対する適応の結果として舌遊び行動を捉えて

はいないが、舌遊び行動牛の高泌乳性も報告して

いる 89)。我国のスタンチョン方式のホルスタイ

ン種搾乳牛では、舌遊び行動はほとんど観察され

ない(図 5)。しかし、常同的ではないが舌の動

きが似たり、常同的でも飼槽など物に対して起こ

る疑似舌遊び行動や鉱塩なめ、鼻腔なめ、自己眠

行動、社会的祇行動などのその他の舌使用行動が

出現し、中程度の適応努力がみられるといえる。

繋留された黒毛和種繁殖牛では舌遊び行動は多発

しており(図 5)、人工環境に対する適応努力必

要量の品種間差も示唆される。

搾乳者と乳牛との心理的関係は、搾乳作業時の

ストレスのみならず、全作業時のストレスにも関

与し、福祉レベjレに影響する。初産牛の搾乳中の

逃避・回避行動である踏み換えや蹴りは、生来有

する気質の影響を受けるものの 90-92)紳形成期

である分娩時の愛撫により改善される 92-94)己

逃避・回避行動は適応努力量としては低いレベル

であるが、搾乳牛の場合、人間との関与が多いこ

と、および泌乳という心理的側面に影響され易い

形質であることから、生産にまで影響するという

報告95-98) もある。
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図5 牛におりる舌遊び行動の出現実態

(佐藤・阿部，未発表〉

③ 肥育牛

濃厚飼料多給による肝臓の病変やビタミンA欠

乏による眼球突出、失明、全身むくみ(筋肉水腫)

は、我国における肥育牛の最大の福祉問題である。

さらに、人工晴乳、繋留、組飼料の質と量、粗飼

料の形状などに由来する舌遊び行動の多発(図 5)

は、黒毛和種肥育牛の適応努力量の多さも物語っ
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ている。舌遊び行動は摂食行動に続いておこり、

その他の舌使用行動はその後に続き、後者の行動

は、舌遊び行動の代替行動あるいは舌遊ひ'行動の

未発達行動とも考えられ、 1つの福祉レベル評価

の指標となり得る。また、欧米では、単飼雄肥育

牛における舌遊び行動の多発および群飼雄肥育牛

における攻撃行動や乗駕行動の多発 36，99， 100)に

よる損傷、表弱は大きな福祉問題となっている。

④ 種雄牛

これまで全く顧みられてこなかったが、雌との

性行動の抑制などによる種雄牛の福祉レベルの低

さが類推されうる。そこで、ホルスタイン種およ

び黒毛和種の種雄牛についての行動調査を行った

(図5)。いずれにおいても、舌遊び行動および

疑似舌遊び行動が多発し、黒毛和種では特に顕著

で、平均して観察時間の11%も占めた。性衝動の

抑制の他、制限給餌、社会行動の抑制などが原因

として考えられ、今後の検討は不可欠である。舌

遊び行動および疑似舌遊び行動を多発させた牛上

位 5頭と、ほとんど示さなかった牛5頭の血築中

テストステロンレベjレ(ストレス下で抑制)を比

較すると、後者で有意に低くなるととも明らかと

なった(6.3士1.9 ng，-旬 vs 3.3 I 1. 2 n g /mQ 

P<O.05)。肥育牛の舌遊び行動と胃腸疾患との

関連46)を考え合わせると、舌遊び行動とはス.ト

レッサーへの適応行動と考えられる。しかし、前

述の通りそれは適応努力量の多さを反映したもの

であり、高福祉レベルを意味するわげではない。

雌においても、性衝動の抑制は福祉レベルを抑

えている。雄導入群では、分娩後4-5日もする

と雄からの親和行動や性的探査行動が始まり 100，

102)、雌が心理的に落ちつくと同時に、陰部マッ

サージを中心とする雄性効果を通して発情の回帰

や子宮修復が早まる 103)。すなわち、個体の安

寧という個体維持の助長および空胎期間の短

縮 104-106)という生殖の効率化を通して、適応

度は高まり、福祉レベルは改善される。発情期間

も雄導入群では短くなる 107)ため、発情雌自体

の興奮時間の短縮とともに、群全体の社会的混乱

も低く抑えられる。黒毛和種繁殖牛群のみならず、

乳牛群への積極的な導入が検討されてしかるべき

である。

⑤ 切り捨てられた行動の再検討

短期的効率の最大化を目指す集約畜産下では、

たくさんの行動が切り捨てられてきた。まず、自

発的グ、jレーピングを基礎とした社会集団から、人

為的隔離集団あるいは単飼という飼育形態への変

化に伴い、社会行動が制限され、次いで‘生殖の人

為的支配に伴ぃ、性行動や母子行動が排除され、

さらには飼育面積縮少や環境制御に伴ぃ維持行動

が制限されてきた。とれらの切り捨てられてきた

一つ一つの行動を、再評価することが福祉レベル

研究の 1つの方向でもある。

4. 福祉思想の現状

近年、欧州では統合に向けての経済的・思想的整

合努力が盛んであるが、その一環として、家畜福祉

思想の統一も求められている。 1976年欧州審議会

は「農用家畜保護協定」を作成し、その協定のもと

で1988年には「牛の飼養に関する基準」をまとめ

あげた。これは、自然科学的に評価された、連続す

る福祉レベルを福祉思想的立場から線引きしたもの

で、福祉思想の現状を知る上で有効であり、ここに

概略する。

序文では、他の家畜にも共通するような家畜飼養

の全般的姿勢について述べられている。家畜の健康

と福祉を満たすための基本的要件が、適切なストッ

クマンシップ、家畜の生理的・行動的要求にあった

管理方式、適切な環境整備にあること、および今後

のパイテクの発展が家畜の健康や福祉を阻害しない

ようにチェックすべきことが述べられてい.る口本文

は、農用の牛すべてに適用される概説で、付録で種
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雄牛、肥育雄牛、雌牛および未経産牛の飼養に関す

る各論が述べられている。子牛についてはまだ論争

中であり、未完成である点も指摘されている。

本文は大きく 4章からなり、それらは「ストック

マンシップおよび牛の点検」、[畜舎および施設」、

「管理」、「表型および遺伝子型の変更」について

である。「ストックマンシップおよび牛の点検」の

章では、管理する人間の資格と人数、点検の要点と

回数、不健康の指標、それべの対処の仕方などが示

されている。「畜舎および施設」の章では、衛生、

危険性、防災への配慮と検査、処置などのための畜

舎や施設の準備の必要性がまず明示されている。そ

して、常に困難なく身繕いできる程度の動きの自由

の保証や横臥、休息、睡眠姿勢が取れ、自由に脚を

伸ばせ、不自由なく起きあがるのに十分な空間の保

証、さらに社会的探査行動や社会行動の保証を求め

ている。自動給餌器利用の場合には、各個体の摂食

量が確認できることを求め、新しい飼育方式の適用

に際しては家畜の健康と福祉面からの検討の必要を

示している。「管理」の章では、収容密度、衛生環

境、大気環境、音環境、光環境の管理および給餌管

理、機器管理、放牧時の自然環境への対策が述べら

れている。「表型および遺伝子型の変更」の章では、

肉体の切断、すなわち舌の切断、除角、断尾が基本

的には禁止されること、さらに可能ならば去勢、卵

巣除去、耳刻も避けるべきとしている。家畜自体の

保護や管理する人の保護目的の場合は、麻酔下ある

いは若齢時に、熟練者により熟練した方法で行われ

る場合に限って許されるとする。熔印上の注意、や無

ヲ| 用

理な交配計画の禁止などもうたわれているo

各論の章の種雄牛の項では、農場の作業が見える

場所で、十分に運動をさせて飼養すべきこと、収容

密度は単飼の場合16m2以上、 1トンを越える場合は

生体重60kgごとに 1m2以上増やすことなどが規定さ

れている。肥育雄牛の項では、最大サイズを20頭と

する群飼が望ましいこと、入れ替えや、有角と無角

の混飼は避げるべきこと、収容密度は 3rrf，/頭以上

とすべきことが規定されている。

雌牛と未経産牛については、ストールの数より家畜

の数を多くせず、むしろストールの数を余分にすべ

きこと、完全なスノコ床は避けるべきこと、繋留の

場合はできる限り屋外で運動をさせること、分娩房

を用意すべきこと、さらに分娩介助の規定がもられ

ている。

「表型および遺伝子型の変更」の項を除き、いず

れも低レベルおよび中レベル程度の福祉の保証であ

り、経済的コスト増よりもむしろ行動的配慮に伴う

生産性の改善が示唆される基準であるといえよう。

「表型および遺伝子型の変更」の項にしても、飼育

施設の改善や牛の社会性への配慮、などにより、経済

的なロスを最小限に抑えることは可能であると考え

られる。むしろ福祉への配慮は、畜産を単なる生産

手段から文化へと高める重要な視点として捉えるべ

きであろう。

謝 辞:本稿で紹介した研究の一部は、科学研究費

(課題番号:02660284 および 04806038)
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